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 ３分で理解する「０÷０不能の理由」（と背理法）

1.“Ａ÷Ｂ”は「ＡをＢごとに分けること」。
　６÷２は●●●●●●●●で３。

2.Ｂが０だと「０（無い物）ごとに分ける」こと自体不能。
　無理やり分けると答は∞（無限大）なので無意味。

3.ただ、０÷０の場合は「１つある」ような気もする。

4.仮に０÷０＝１（つまり 0/0 = 1）としてみる。
　ここで 2/3 = 1/3 + 1/3※ ならば 0/0 = 0/0 + 0/0
※分母が同じなら分子は足し引き可能（例：3/3 - 1/3 = 2/3）。

　すると 1 = 0/0 = 0/0 + 0/0 = 2！→1=3, 4, 5‥！

5.「ありえない結論」を導くならその前提は“誤り”。　　  
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①「主張の否定」を仮定する。
②仮定が導く“矛盾”を示す。
③矛盾の原因は否定→従っ
　て「主張が正」と判断する。

この論理展開=背理法（帰謬法）

は医/薬/農/生物/心理/社会学
などで「仮説検定」用に広く使われています。皆さん
の「考え方のレパートリー」にも追加しておきましょう。

数字が
意味を持
たない！
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は医/薬/農/生物/心理/社会学
などで「仮説検定」用に広く使われています。皆さん
の「考え方のレパートリー」にも追加しておきましょう。

数字が
意味を持
たない！
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例えば「タイムマシンは作れません。作れるなら、なぜ
誰も未来から来ないのでしょう？」「輪廻転生は（全ての人

では）ありえません。もし全ての人が“誰かの生まれ変わ
り”なら人類の総人口はなぜ増加するのでしょう？」‥
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